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平成２２年度予算一般会計 総額225億400万円で成立しました。 

実施する主な事業は次の通りです。 

  ・防災行政無線事業 

  ・特別養護老人ホームの待機者の解消（８０床の新設と２０床増床） 

  ・子ども（中学卒業まで）の医療費無料化   

  ・第３子からの保育料無料化 

  ・小中学校１００％耐震化事業  ･･･等です。 

市民の皆様の生活における安心・安全の確保や地域活性化に向け、より有効に執行される

よう、みんなでチェックしていきましょう！ 

～まちづくりをみんなで～ 
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（１） 《討議資料》 

２０１０年３月号 

あ た ら し い あ ん な か 

～ あんなかの「まちづくり」はみんなで決める ～ 

【高橋よしのぶ ６つの挑戦】 
生命を守る公立碓氷病院の改革 

市民の声を市政に活かす（仮称）「あんなか市民会議」の設置 

元気で信頼される市役所づくり 

若い世代の力を「まちづくり」に （大学との連携や子ども議会の実施） 

合併を検証し「まちづくり」に活かします 

企業誘致を推進します 

みんなの一票で「安中」を変える 

約半数が「思い」を託せませんでした。 
 

 「選挙に行っても暮らしは変わらない」と諦めている人がたくさん

います。確かに投票に行ったからといってすぐに暮らしが良くなる

とは限りません。でも、誰もが今よりもっと良い「あんなか」にしたい

と願っているのではないでしょうか。 

自分の未来、大切な家族、そして安中に暮らすみんなの

未来のために、まずは投票に行きましょう！ 

２００６年４月２３日 

安中市長選挙投票率 

３１回続いた、北関東最大 

規模を誇る「フリーマーケット in あん

なか」ですが、２００７年６月に開催以

来、開催中止に追い込まれています。

「もったいない」の心を大切にした、子

どもからお年寄りまでみんなが楽しめ

るイベントでした。みんなであんなかの

新しいおまつりを作りましょう！ 

『市民力』で復活!! 
～地域活性化イベント～ 

【議会報告】 



紙面の都合上、要約した形で 

掲載させていただきました。 （       ） 

リサイクル推進のため再生紙を使用しています。 

高橋よしのぶ後援会ニュース ２０１０年３月（２） 《討議資料》 

■平成２２年３月 定例議会報告 

高橋よしのぶ後援会の最新情報はブログ「輝け★市民力 高橋よしのぶ」でご覧いただけます。 
アドレスは http://yoshinobu.gunmablog.net/（ＰＣ、携帯端末共通）。ＱＲコード認識機能つき携帯端末を
お持ちの方は右のＱＲコードから簡単にアクセスできます。ＰＣからは「輝け市民力」で検索してください。 

ブログ 

       １）地区別懇談会の市長発言について 
       ２）市長の政治姿勢について 
 

【質問（高橋よしのぶ）】 
 先ず、地区別懇談会の市長発言についてです。市長は磯部、原市、岩野谷地区などで、市民団体との係争中の問題について、信用性のない証拠

品を振りかざし、一方的に自らの立場を宣伝したり、名指しで誹謗中傷するという倫理感に欠ける行動をとりました。また、住民に対し圧力的な言葉を

発しました。この点について伺います。 

 

【答弁（市長）】 
 今議会の予算審査特別委員会の中で、高橋議員は岩野谷地区の地区別懇談会の内容に深く関わった発言をされました。いま少し前後を熟慮され

るというのが公人のあるべき姿でございます。      （岡田市長の答弁では質問に対する明確な回答をいただくことができませんでした） 

 

【質問（高橋よしのぶ）】 
 次に市長の政治姿勢について伺います。これまでに独自の見解に基づく２０項目以上の施策を市民に公表してきました。幾つか挙げてみますと… 

    ・ゴミ袋の無料化              ・旧信越本線トンネルの湧水を利用した飲料水「奥碓氷」の販売構想 

    ・第三、第四中学校の創設          ・東邦亜鉛安中精錬所の煙突に日本一のイルミネーション設置構想 

    ・安中消防署建て替えに対する行動      ・「街かど美術館」、「街かど博物館」を旧松井田役場庁舎に設立 

    ・東邦亜鉛裏の野殿地区への市民墓地構想   ・旧安中高校跡地の利活用に関する二転、三転発言 

    ・区ごとに街活性化委員会を創設し、毎年100万円を交付 

    ・松井田の24万羽養鶏場の問題解決に対する説明なし 
 

これらについて、未だに実現していない、もしくは説明責任が果たされていません。市長は一体何を市民に伝えようとしたのでしょうか、伺います。 

 

【答弁（市長）】 
安中消防署の建て替えについてですが、新生安中市は城下町であります。色々歴史的背景は検討しなかったということでございました。各種団体の

皆様にアンケートで伺ったわけでございます。そのアンケート調査に基づいて2008年の11月に遅らさしたわけです。そして、一昨年のリーマンブラ

ザーズの破綻によって全世界、我が国も建築資材がジェットコースターが落ちるように価格は下落したわけであります。「待てば海路の日和あり」でご

ざいます。                  （消防署の建て替えについてのみ答弁があり、政治姿勢については答弁がいただけませんでした） 

 

【再質問（高橋よしのぶ）】 
 ゴミ袋の無料化は岡田市長の目玉政策でありました。市長は多くの住民の方に直接「ゴミ袋を無料にします」とお話されたようです。しかし、様々な混

乱を巻き起こしたあと、市長は「完全無料化とは言っていない」と言い、値段を下げて有料のままです。 
 

 また、地区ごとに100万円交付の約束は公約の中でもトップ項目として新聞に取り上げられた施策ですが、その後、市民に聞かれると「気運が高まっ

たら」などと言い、未だに実現していません。 
 

 また、市長は群馬大学と上毛新聞社が共同実施した「定住意識調査」を取り上げて、「安中市は住み続けたい街、県下２位です」と言い続けていま

す。この調査結果から確実に読み取れることは高齢者ほど定住意識が高いということだけです。発信された情報を出来るだけ正しく読み解くことは行

政を運営する上では必要不可欠なことです。同じ時期に発表された日本経済新聞社の全国行政サービス度ランキングでは、安中市は全国783市中、

662位。県内12市の中では行政サービス度は最下位です。市長の行政手腕が問われるのは、こちらのデータではないでしょうか。 
 

 また、広域市町村圏（高崎市、安中市）の事業である安中消防署の建て替え事業の際、市長は副理事長の立場で参加していたにも拘らず、設計の

最終段階で異議を唱え、半年ほどこの事業がを遅らせてしまいました。このことで、結果として高崎市が安中市に対して不信感を持ってしまい、これか

らのまちづくりや観光政策での連携という点において非常に大きなマイナスです。お答えをお願いします。 

 

【答弁（市長）】 
 ゴミ袋の無料化について、議会の皆様方が無料にすればゴミの量が増えるというご発言がございました。そうした声にも謙虚に耳を傾けることが必要

だと考えたからであります。 
 

 地域振興活性化委員会を設置して毎年100万を補助金として支出することでございますが、それぞれの地区、区でその地域をどう作っていくのかと

いう市民合意を醸成して全て１から１０まで行政が手を加える、あるいはお願いする、こういう時代でなくして地方自治の原点に立ち返るという、それが

地域活性化委員会だと私は確信いたしております。                 （４項目の質問に対し、２項目しか答弁がありませんでした） 

 

【最後に（高橋よしのぶ）】 
 市長の言動は、ゴミ袋問題、区ごとの毎年100万円交付問題の他、第三中学校の問題では「人口が増え、子供が増えたら」と言いました。市民に約

束をして後から条件を出す、このようなやり方はまるで「後出しジャンケン」と同じです。岡田市長、あなたは正しい情報を市民に伝えていません。市民

に対して事実を知らせず、判断を誤らせているのではないですか。本来のまちづくりは行政トップが独断で治めるのではなく、市民ひとりひとりの夢や

想いを丁寧に聞き取り、それを束ね、市政に活かすことです。それこそが行政トップに求められる力です。 

 私はひとりの施政から６万３千市民の施政に変えていきます! 

一  般  質  問 




